
121

(皆の瀬橋)

補修計画一般図

A1 A2

S1 S2

GL

CL

GR

海
部
川

W.L

1.00%

至 轟公園 至 国道193号

M

F

A2

S2A1
S1

側 面 図

平 面 図

90° 90°

【伸縮装置】1.1-全面塗替塗装　※桁下のみ

【伸縮装置】1.1-全面塗替塗装　※桁下のみ

【主桁(内面)】2.3-全面塗替塗装
【横桁(外面)】2.3-全面塗替塗装
【横桁(内面)】2.3-全面塗替塗装、2.4-防鳥ネット撤去・復旧
【対　傾　構】2.3-全面塗替塗装
【　横　構　】2.3-全面塗替塗装

至 轟公園 至 国道193号

部材区分 補修方法 材料等

補修計画一覧表

　伸縮装置
伸縮装置 鋼製

・
・

・1.1 全面塗替塗装 ・水系塗膜剥離剤、RC-　塗装系

・2.3 全面塗替塗装

・・

・・

・ ・

・

横桁(外面)

2.3 全面塗替塗装 ・水系塗膜剥離剤、RC-　塗装系

・・

・

・ ・

・
・

主桁(内面) 鋼製

横桁(内面)

対傾構

鋼製

鋼製

鋼製

鋼製横構

・2.3 全面塗替塗装 ・水系塗膜剥離剤、RC-　塗装系

・2.3 全面塗替塗装
2.4 防鳥ネット撤去・復旧

・水系塗膜剥離剤、RC-　塗装系

・2.3 全面塗替塗装 ・水系塗膜剥離剤、RC-　塗装系

・2.3 全面塗替塗装 ・水系塗膜剥離剤、RC-　塗装系

・

水系塗膜剥離剤、RC-　塗装系

―・

・・

・・

・・

H.W.L.80.151(50年確率等流水位、Q=1200m3/s)

W.L.78.105(非出水期水位、Q=580m3/s)

D.L.=70.000

・

【主桁(内面)】2.3-全面塗替塗装
【横桁(外面)】2.3-全面塗替塗装
【横桁(内面)】2.3-全面塗替塗装、2.4-防鳥ネット撤去・復旧
【対　傾　構】2.3-全面塗替塗装
【　横　構　】2.3-全面塗替塗装

断 面 図 S=1:30

S=1:150

S=1:150

【伸縮装置】1.1-全面塗替塗装　※桁下のみ

【主桁(内面)】2.3-全面塗替塗装
【横桁(外面)】2.3-全面塗替塗装
【横桁(内面)】2.3-全面塗替塗装、2.4-防鳥ネット撤去・復旧
【対　傾　構】2.3-全面塗替塗装
【　横　構　】2.3-全面塗替塗装

<4
55
>

CL

断面図 S=1:30

コンクリート舗装 t=5cm

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

補修計画一般図

図示

徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/

コンクリート床版 t=16cm

、2.3-全面塗替塗装

、2.3-全面塗替塗装

橋長 47000

150桁長 46700150

300支間長 46100300

35
0

40
00

35
0

47
00

11
00

25
00

11
00

1100350

1450

橋長 47000

150桁長 46700150

300支間長 46100300

12020113301133012020

23
00

21
00

10
00

13
00

33
50

10
50

23
00

1100
320
800

2220

1100
1100

2.4 防鳥ネット撤去・復旧

2.4 防鳥ネット撤去・復旧 2.4 防鳥ネット撤去・復旧

16
0  
50

15
0

15
0

4700

350 4000 350

175 175 175 175

74
0

35
0

19
00

9
47
5

1100

2.4 防鳥ネット撤去・復旧

横桁
対傾構

端支点部 支間中央部 750

4.1-沓座モルタル打替

5.1-常温亜鉛めっきによる防錆処理

4.1-沓座モルタル打替

5.1-常温亜鉛めっきによる防錆処理

6.1-断面修復工

4.1-沓座モルタル打替

5.1-常温亜鉛めっきによる防錆処理

4.1-沓座モルタル打替
5.1-常温亜鉛めっきによる防錆処理

【　床　版　】2.5-断面修復工、2.6-水切り工、2.7-表面保護工、2.8-ひびわれ注入工

6.1-断面修復工

1.地覆

2.上部工

主桁(外面) 鋼製
2.1 金属パテによる不陸調整
2.2 当て板補強

2.5 断面修復工

床版(張出)

ポリマーセメントモルタル

エポキシ樹脂系2.8 ひび割れ注入工

表面含浸材(鉄筋腐食抑制型)2.7 表面保護工

1.2 断面修復工
1.3 表面保護工

地覆
ポリマーセメントモルタル

RC

補修パテ材

2.6 水切り工 ポリマーセメントモルタル、軟質PVC製水切り材

表面含浸材(鉄筋腐食抑制型)

RC

3.1 排水管取替工鋼製排水管3.排水施設

無収縮モルタル4.1 沓座モルタル打替モルタル支承4.支承

常温亜鉛めっき5.1 常温亜鉛めっきによる防錆処理鋼製落橋防止システム
5.落橋防止
　システム

ポリマーセメントモルタル6.1 断面修復工CoA1橋台6.下部工

【　床　版　】2.5-断面修復工、2.6-水切り工、2.7-表面保護工、2.8-ひびわれ注入工

【　床　版　】2.5-断面修復工、2.6-水切り工、2.7-表面保護工、2.8-ひびわれ注入工

3.1-排水管取替工

4.1-沓座モルタル打替

実施設計図面

【　地覆　】1.2-断面修復工、1.3-表面保護工(鉄筋腐食抑制型)

【支承】

【落橋防止システム】

【支承】

【落橋防止システム】

【A1橋台】

【　地覆　】1.2-断面修復工、1.3-表面保護工(鉄筋腐食抑制型)

【支承】

【落橋防止システム】

【支承】
【落橋防止システム】

【主桁(外面)】2.1-金属パテによる不陸調整、2.2-当て板補強

【A1橋台】

【 排水施設 】3.1-排水管取替工

【 排水施設 】3.1-排水管取替工

2.4 防鳥ネット撤去・復旧

【主桁(外面)】2.1-金属パテによる不陸調整、2.2-当て板補強

2.6-水切り工

2.6-水切り工

【　地覆　】1.2-断面修復工、1.3-表面保護工(鉄筋腐食抑制型)

【主桁(外面)】2.1-金属パテによる不陸調整、2.2-当て板補強、2.3-全面塗替塗装

【排水施設】

【支承】

2.6-水切り工 2.6-水切り工

施工延長L=47.0



徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

図示

上流側

下流側

1

1

地覆内面

地覆外面

A1

橋面補修計画図(その1)

L450×H100
d=10

地覆外面

地覆内面

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【D1】

補修記号

凡例

：表面含浸工範囲

補修工法 記号：単位

補修工法一覧表

通し番号

【記号No.】

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂系)

HI 1:  - m Ca

DA 1:  0.038 m2 Da断面修復工：鉄筋露出無し

DA 2:  0.090 m2 Db断面修復工：鉄筋露出有り

HYO : 60.710 m2 H表面含浸工

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食-　

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

腐食-　

L=400

L=500
L=500

L=1300

L280×W450

L=1600

3.0

L=7600×W=4000

h=29mm

h=33mm

TO : 1.87 m2 TO塗装工(PCB含有塗膜)

1
.
0
0
 
%

1
.
0
0
 
%

C
L

橋面補修計画図(その1)

TO : 105.75 m2 TO塗装工(鉛含有塗膜)

：塗装工範囲

平面図 S=1:50
・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

B常温亜鉛めっき B 1:  - m

A1

海
部

川

配置図
A2

地覆01・防護柵01

地覆02・防護柵02

舗装01

伸縮装置01 伸縮装置02

取合道路01
排水施設101 排水施設102

排水施設201 排水施設202
取合道路02

排水施設103

排水施設203

1

1

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

2

防護柵姿図 S=1:20

エンドプレート側面図

t=5mm

正面図125x75

60x420,t=30mm

45x75　100x665

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

15
0

15
0

 DA2 =0.045m2【Db1】

15
0

15
0

23350

23350

23350

23350

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

23350

23350

35
0

35
0

TO:塗装工(Rc-　塗装系) TO:塗装工(Rc-　塗装系)

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

160  50

150

150

47
00

35
0

40
00

35
0

17
5
17

5
17

5
17

5

740 350 1900 9

170

10
0

170

10
0

200

15
0

200

15
0

270

50
0

270

50
0

橋長 47000

35
0

40
00

35
0

47
00

125

75

60
t=30mm

75

45

125

67
0

t=5mm

100

エンドプレート

笠木 100

66
5

縦桟

42
0

ボトムレーム支柱

実施設計図面

HY0 = 3.503m2

HY0 = 3.503m2

HY0 = 8.173m2

HY0 = 8.173m2

HY0 = 3.503m2

HY0 = 3.503m2



徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

図示

上流側

下流側

1

1

A2

橋面補修計画図(その2)

地覆内面

地覆外面

地覆外面

地覆内面

L100×H150 d=20

L100×H150 d=30 L100×H150 d=30
L100×H150 d=30

L150×H150
d=20

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【D1】

補修記号

1.0

L=900

L=7000.7

L=1700×W=2800

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食-　

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

腐食-　

1
.
0
0
 
%

1
.
0
0
 
%

C
L

橋面補修計画図(その2)

凡例

：表面含浸工範囲

：塗装工範囲

平面図 S=1:50

A1 A2

海
部

川

配置図

地覆01・防護柵01

地覆02・防護柵02

舗装01

伸縮装置01 伸縮装置02

取合道路01
排水施設101 排水施設102

排水施設201 排水施設202
取合道路02

排水施設103

排水施設203

1

1

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

3

防護柵姿図 S=1:20

エンドプレート側面図

t=5mm

正面図125x75

　100x665

60x420,t=30mm

45x75

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

23350

23350

23350

23350

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

23350

23350

35
0

35
0

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

TO:塗装工(Rc-　塗装系)

160  50

150

150

47
00

35
0

40
00

35
0

17
5
17

5
17

5
17

5

740 350 1900 9

170

10
0

170

10
0

270

50
0

270

50
0

橋長 47000

35
0

40
00

35
0

47
00

125

75

60
t=30mm

75

45

125

67
0

t=5mm

100

エンドプレート

笠木

100

支柱

66
5

縦桟

42
0

ボトムレーム

実施設計図面

 DA2 =0.015m2【Db2】

 DA1 =0.015m2【Da2】

 DA2 =0.015m2【Db4】

 DA1 =0.023m2【Da1】

 DA2 =0.015m2【Db3】

HY0 = 3.503m2

HY0 = 3.503m2

HY0 = 8.173m2

HY0 = 8.173m2

HY0 = 3.503m2

HY0 = 3.503m2



鉄素地

主桁減肉部補修工構成図

注）

 1.施工前に必ず現地寸法を確認し、塗装範囲及び数量調査を協議のうえ施工すること。

 2.図中詳細寸法は現地計測のうえ決定すること。

 3.パテ補修部の素地調整については2種ケレン以上とし、旧塗膜、さびを除去し鋼材面を露出させること。

 4.ケレン困難箇所にのみ下地材併用とする。（適切ケレン箇所においては下地材不要）

 5.素地調整後から下地材までの時間は4時間以内・速やかに行うこと。

 6.下地材施工前に塗布面の水分・油分汚れはあらかじめ十分に除去すること。

 7.使用する塗装材は、上述基本物性の塗装材を使用し、材料の取扱い注意事項に留意すること。

注：パテ補修箇所

注：パテ補修箇所

 8.減肉部補修工は、ケレン後の母材残存状況の想定ができないため、補強面積の50%の補修と仮定して数量を計上する。

徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

図示

当て板補修計画図

当て板補修詳細図

2.特記なき鋼材の材質はSS400とする。

 注記

1.施工数量については必ず現地状況の確認および
　現地計測を行い、監督員と協議の上決定すること。

平 面 図

C - C

正 面 図

A - A

側 面 図

B - B

B

B

A

A

C C

海
部
川

A2

配置図

A1

A

塗膜除去範囲

は塗膜除去(芯出し素地調整)範囲を示す。

S=1:10 S=1:10

S=1:10

S=1:10

S=1:10

金属パテ補修

当て板詳細図 S=1:5

3-φ24.5孔

製作数：3組/橋台(A1橋台,A2橋台)

 2-PL 100× 9× 280

 3-TCB M22×65(S10T)

S=1:1

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

4

(ラスタッフ(E)1100同等品)

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

9
9

9

27

素地調整（2種ケレン以上）

孔食部腐食部

素地調整（2種ケレン以上）

292.5

10
0

9

40
60 10

0 40
60

4075
75

90

9

9 9

9

9

9
9
9 9

9
9 9

9
9

9
15

28
0

12
.5

9
9 9

9
9 9

9
19

00
12

2500

15
29
2.
5

520 730 730

9

520

2500

520 730 730 520

15

82.5

292.5

2500

9
15

0
14

9

15
0

14

18
94

9

40
60 10

0 40
6010

0

28
0

12
.5

12
.5

28
0

150 桁長46700 150

橋長47000

12.5

292.5

10
0

82.5

50

280

当て板補修

60
40

9

90 75 75 40

280

10
0

セラミック金属補修特殊パテ(E)材

金属パテ補修

実施設計図面

金属パテ補修 金属パテ補修 金属パテ補修

金属パテ補修 金属パテ補修 金属パテ補修

当て板補修 当て板補修 当て板補修 当て板補修

当て板補修当て板補修

当て板補修当て板補修当て板補修



徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

S=1:50

床版補修計画図

1

A1

A2

1

床版補修計画図

1

1

L50×W50 d=1
L50×W50 d=3

0.1 0.1

L100×W100
d=5×2

L100×W100
d=3×2

0.1 0.1

L50×W50

d=2×2
L50×W50

d=0
L100×W100 0.2

L=250
0.10.1

L50×W50

L150×W100
d=3

豆板 L700×W150 d=10

L50×W50 d=2
L100×W100 d=5

L50×W50 d=3
L50×W50 d=2
L50×W50 d=2

L200×W150L50×W50 d=2L50×W50
d=5 L50×W50 d=1

L50×W50 d=1
L50×W50 d=3

L50×W50 d=3
L50×W50 d=2

L150×W100
d=5

0.2
L=150 L100×W100 d=3

L100×W100 d=2

L100×W100 d=3
L100×W150 d=3

0.1

L50×W150 d=5

L150×W100 d=0
0.2
L=250

L100×W100 d=2
L50×W50 d=2
L50×W50 d=2

0.2
L=150

豆板　L200×W200 d=10

L50×W50 d=2
0.2

L=150

豆板　L200×W400 d=10

L350×W150

L50×W50 d=2
L50×W50 d=2
L50×W50 d=2

L50×W50 d=2
L50×W50 d=2
L50×W50 d=2

L50×W50 d=2

0.2
L=550 0.1

0.1 0.1
0.1

0.1 0.1

0.1

豆板 L650×W250

豆板 L300×W350

豆板 L300×W550

豆板 L550×W300

豆板 L300×W100

豆板 L200×W350
豆板 L200×W100

0.1 0.1
0.10.1

L100×W250
d=15 0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.1

0.10.1

豆板 L450×W200

d=5

L100×W100
d=3×2d=2

L100×W150

d=10d=10
d=10

d=10

d=10

d=10d=10
d=10

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【D1】

補修記号

凡例

：表面含浸工範囲

補修工法 記号：単位

補修工法一覧表

通し番号

【記号No.】

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂系)

HI 1:  1.500 m Ca

DA 1:  1.206 m2 Da断面修復工：鉄筋露出無し

DA 2:  5.089 m2 Db断面修復工：鉄筋露出有り

HYO : 103.359 m2 H表面含浸工

：水切り補修工範囲

L400×H200

L100×H50d=2×2

46700×50 d=50

46700×50 d=50

46700×50 d=50

46700×50 d=50

C
L

1
.
0
0
 
%

1
.
0
0
 
%

C
L

1
.
0
0
 
%

1
.
0
0
 
%

TO : - m2 TO塗装工(PCB含有塗膜)

TO : - m2 TO塗装工(鉛含有塗膜)

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

B常温亜鉛めっき B 1:  - m

-水切り設置工 93.400 m

A1

床版02

床版01

床版03

配置図

海
部

川

A2

1

1

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

5

S=1:50

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

90
5

39
0

21
10

39
0

90
5

47
00

46700(全長)

46700(全長)

96
0

28
0

22
20

28
0

96
0

47
00

96
0

28
0

22
20

28
0

96
0

47
00

90
5

39
0

21
10

39
0

90
5

47
00

500

500 831014540

831014540
11

05

11
60

5008310 14540

5008310 14540

2050

2050

2050

2050

20
0

20
0

20
0

20
0

11
0511
60

11
05

11
60

11
05 11
60

35
0

40
00

35
0

47
00

350

150

150

1900 9

160  50

35
0

40
00

35
0

47
00

350

350

150

150

19009

160   50

350

150 桁長 46700 150

橋長 47000

DA2 = 2.335m2【Db24】

DA2 = 2.335m2【Db25】

DA2 = 2.335m2【Db24】

DA2 = 2.335m2【Db25】

L=23.350m

L=23.350m

L=23.350m

L=23.350m

実施設計図面

HI1 = 0.150m【Ca2】

HI1 = 0.250m【Ca1】

HI1 = 0.550m【Ca6】

HI1 = 0.150m【Ca4】 HI1 = 0.150m【Ca5】

DA2 = 0.010m2【Db1】

DA2 = 0.010m2【Db2】

DA2 = 0.010m2【Db3】

DA2 = 0.010m2【Db4】

DA1 = 0.010m2【Da1】

DA2 = 0.015m2【Db5】
DA2 = 0.003m2【Db6】
DA2 = 0.010m2【Db7】
DA2 = 0.010m2【Db8】
DA2 = 0.015m2【Db9】

DA1 = 0.105m2【Da2】

DA2 = 0.015m2【Db10】
DA2 = 0.010m2【Db11】

DA2 = 0.010m2【Db12】

DA2 = 0.010m2【Db13】
DA2 = 0.008m2【Db14】

DA2 = 0.015m2【Db15】

DA2 = 0.010m2【Db16】

HI1 = 0.250m【Ca3】

DA2 = 0.003m2【Db17】

DA1 = 0.040m2【Da3】 DA1 = 0.080m2【Da4】

DA2 = 0.015m2【Db19】
DA2 = 0.003m2【Db20】

DA2 = 0.010m2【Db21】

DA1 = 0.165m2【Da5】

DA1 = 0.165m2【Da6】

DA1 = 0.163m2【Da7】

DA1 = 0.105m2【Da8】

DA1 = 0.030m2【Da9】

DA1 = 0.020m2【Da10】

DA1 = 0.070m2【Da11】

DA1 = 0.090m2【Da12】

DA1 = 0.053m2【Da15】

DA2 = 0.025m2【Db18】

水切り補修工

DA1 = 0.030m2【Da13】

DA1 = 0.080m2【Da14】

DA2 = 0.005m2【Db22】

DA2 = 0.005m2【Db23】

HY0 = 25.840m2

HY0 = 25.840m2

HY0 = 25.840m2

HY0 = 25.840m2

水切り補修工

水切り補修工

水切り補修工

水切り設置工

水切り設置工

水切り設置工

水切り設置工



徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

支承補修計画図(その1)

S=1:10縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

6

 N=4

 N=4

 t=45mm

支承0201

平面図

正面図 側面図

(固定支承)

支承補修計画図(その1)

 N=4

 N=4
 t=35mm

L800×W150

L150×W600

A1

海
部

川

支承0101

配置図

支承0201

支承0102

支承0202

凡例

：沓座モルタル打替範囲

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食-　

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

腐食-　

A2

支承0202

平面図

正面図 側面図

(可動支承)

S=1:10

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

49
0

10
0

10
0

69
0

100 490 100

690

28
0

450

40 40
450

30
35
0

25
20

40
43
0

47
0

22

40 410 40

100 490 100

800

30
 

25
0

10
5

  
 2
5

20

43
0

47
0

40
4040

280
Set BN M22

Ancher Bolt M30

敷モルタル

80 500 80

100 660 100

930

30
0

53
0

10
0

10
0

80
0

40 40

450

20

100  500
80

  100
80

930

12
0

30

22
3

25

22

40
42

0

46
0

100

800

Set BN M20

Ancher Bolt M30
敷モルタル

530100

4040
280

29
5

78
25
  

22

40
42

0

46
0

8 桁長 2335 8

橋長 2350

860 730

860

73
0

80
0

800

690

22

410 40

100 490 100

800

690

実施設計図面

沓座モルタル打替工

沓座モルタル打替工

沓座モルタル打替工

沓座モルタル打替工

沓座モルタル打替工

沓座モルタル打替工



徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

支承補修計画図(その2)

支承補修計画図(その2)

図示縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

7

A1 S1

A2S2

詳細位置図

A2橋台

A1橋台

1.00 %

1.00 %
D

D

C

C

A1橋台<A2橋台>
  1-FLG PL 250x22x1370(SM400A)
  1-WEB PL 284<272>x22x1350(SM400A)
  1-FLG PL 250x22x1224<1200>(SM400A-5L)
  6-RIB PL 90x22x130(SM400A)
  2-BASE PL 290x25x200(SM400A)

AA

BB

正 面 図

A - A B - B

19φ孔

GL

配置図

S1

CL

GR

A1

S2

A2

段差防止構造撤去・復旧

段差防止構造撤去・復旧

25φ孔

  4-BN M16×80

C - C D - DS=1:5 S=1:5

S=1:10S=1:10

S=1:10S=1:10

S=1:10

段差防止構造詳細図

支承0201

支承0202

註）〈　〉の寸法は、A2橋台を示す。

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

950

650

950

650

300

230 420

250400

47
5

9

9

40
50

50
33

1

47
1

45
5

9

31
9

50
40

9
45
9 50

300

490 30 250 125

150

1100

150

1100

53030250105

22
28
4<
27
2>

25

22
13

0
22

R110 R1
10

1350

425

250

425

20 143 22 15

200

201432215

200

50
50

250

33
1<
31
9>

40

47
1<
45
9>

10 10

1370

990

22 22 22

500

200

29
0

200

1370

25
0

20
25

0
20

20 143 22
15

2014322
15

435 500 435

70
15

0
70

29
0

20
25

0
20

70
15

0
70

50
15

0
50

535 300 535

990

95<30> 800<930> 95<30>

45 75 80 80 75 45

10
23

0
10

22
13
0

22
15

7<
14

5>

24 90 22 90 24

250

22
28
4<
27
2>

25

250

70 150 70
33
1<
31
9>

10 230 10

25

25

沓座モルタル打替工

沓座モルタル打替工

支承0202

支承0201

実施設計図面

沓座モルタル打替

段差防止構造撤去・復旧

段差防止構造撤去・復旧

沓座モルタル打替



徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

S=1:10

落橋防止システム補修計画図

A1橋台側 A2橋台側

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【D1】

補修記号

補修工法 記号：単位

補修工法一覧表

通し番号

【記号No.】

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂系)

HI 1:  - m Ca

DA 1:  - m2 Da断面修復工：鉄筋露出無し

DA 2:  - m2 Db断面修復工：鉄筋露出有り

HYO : - m2 H表面含浸工

TO : - m2 TO塗装工(PCB含有塗膜)

TO : - m2 TO塗装工(鉛含有塗膜)

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

B常温亜鉛めっき B 1:  3.95 m

主桁補強材詳細図

2-φ32

4-φ24.5

1基当り(全 2基)

 4 - PL  380x22x 140

 4 - PL  410x22x 150

 4 - PL  160x22x 236

 8 - TCB M22x 90 (S10T)

落橋防止システム補修計画図

1-φ32

4-φ24.5

1基当り(全 2基)

 4 - PL  380x22x 140

 4 - PL  410x22x 150

 4 - PL  160x22x 155

 8 - TCB M22x 90 (S10T)

註）補修対象箇所は、桁内面に設置された部材とする。

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

8

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

150 22
10

22
41
0

10

62
38

0

40

3x
10

0=
30
0

40

75 100

160

20

10
20 160

25 115

140

115 25

140

40 100100 40

236 236

644

22
41
0

10

22
41

0
10

62
38
0

40

3x
10
0=

30
0

40

40

3x
10
0=
30
0

40

62
38
0

644

22 22

100 81 55

236

55 81 100

236

10
0

75

16
0

201020

16
0

R20

36
0

150 22
10

22
41
0

10

62
38
0

40

3x
10
0=
30

0

40

16020
10

20

160

75 100

25 115

140

115 25

140

40 100100 40

155 155

22
41
0

10

22
41
0

10

62
38

0

40

3x
10
0=

30
0

40

62
38

0

545

22 22

55

155

55

155

10
0

75

16
0

20

10
20

16
0

R20

100 100

545

36
0

B1:常温亜鉛めっき

B1:常温亜鉛めっき

B1:常温亜鉛めっき B1:常温亜鉛めっき

B1:常温亜鉛めっき

B1:常温亜鉛めっき

実施設計図面



徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

S=1:50

下部工補修計画図

1.00%1.00%

CL

上流側下流側

A1橋台

CL

上流側下流側

下部工補修計画図

1:0.301:
0.
30

1:
0.
20

1:
0.
30

1:0.30

1:0.20

正面図 側面図側面図

平面図

W200～380×H600
d=50

通し番号

補修数量

※1.補修記号→補修工法一覧表参照

　2.補修数量・通し番号→数量計算書と対応

 DA =10.14m2【D1】

補修記号

補修工法 記号：単位

補修工法一覧表

通し番号

【記号No.】

ひび割れ注入工
(土木補修用エポキシ樹脂系)

HI 1:  - m Ca

DA 1:  0.174 m2 Da断面修復工：鉄筋露出無し

DA 2:  - m2 Db断面修復工：鉄筋露出有り

HYO : - m2 H表面含浸工

鉄筋露出

遊離石灰

漏水・帯水

腐食-　

その他

剥離

変形・欠損

うき

ひ
び
割
れ

0.2mm未満

mm未満

損傷凡例

0.2～1.0

1.0mm以上

腐食-　

S=1:50

TO : - m2 TO塗装工(PCB含有塗膜)

TO : - m2 TO塗装工(鉛含有塗膜)

・【   】は計画箇所の補修工法の通し番号を示す。(数量計算書参照)

B常温亜鉛めっき B 1:  - m

A1

海
部

川

配置図

A2

A1橋台 A2橋台

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/ 12

(皆の瀬橋)

9

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

5200

15
0

15
0

200 200

4400

750 2500 750

600 4000 600

28
00

88
00

13
00

10
00

37
00

23
00

260750

650 450

1100 400

2150 2150
8700

28
00

78
00

13
00

10
00

27
00

23
00

650450

1100400

4000

750 2500 750

200 200

4400

45
0

65
0

75
0

26
0

11
00

21
10

40
0

1250 1250

13
10

80
0

21
10

600 4000 600

5200

260 750

35
0

40
00

35
0

47
00

150 桁長 46700 150

橋長 47000

実施設計図面

DA1 = 0.174m2【Da1】



現況断面図

a部

(4.5t)

註）・現場施工にあたっては現地計測を行い、寸法の決定を行うこと。
　　・明記がない材質は、全てSS400とする。
　　・部材は、全て溶融亜鉛メッキを施す。
　　　亜鉛の付着量は JIS H 0401 HDZT77(旧規格HDZ55)とする。

12

(皆の瀬橋)

10

徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞

図示

排水管補修計画図

断面図

S1 S1

1.00 % 1.00 %

GL GR
CL

既設排水桝

S=1:30

既設排水桝

S=1:30

側面図 S=1:30

支持金具詳細図 S=1:10

側面図

平面図

側面図

平面図

【支持金具A】 【支持金具B】

   2-PL 100x6x294

   2-BN M12x45(2-W)

   1-PL 100x6x676

   現場孔明(φ14):6ヶ所

   2-PL 100x6x282
   2-BN M12x60(2-W)

   現場孔明(φ14):12ヶ所

   4-BN M12x40(2-W)

   2-PL 100x6x818

   10-BN M12x40(2-W)

排水施設補修計画図

A1 A2

S1 S2

GL

CL
GR

海
部

川

至 轟公園 至 国道193号

平面図

90° 90°

W.L

1.00%

A2
A1

側面図 S=1:200

S=1:200 a部詳細図 S=1:4

   1-BN M10x150(2-W)

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名

/

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線
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L=2.10m(中心線距離),n=2箇所

SGP100A(4.5t),L=2.3m

n=2箇所

SGP100A(4.5t),L=2.3m

SGP100A(4.5t),L=2.3m

実施設計図面

既設排水管撤去(φ114.3)

排水管設置

既設バンド撤去

排水管設置

排水管設置

排水管撤去・設置

排水管撤去・設置



低速低圧注入器具

断 面 図

平 面 図

注入器

ひび割れ

注入器

ひび割れ箇所シール

取付パイプ

エポキシ樹脂シール材

注入材

エポキシ樹脂系

開　　　始

ひび割れ部の清掃

注入用パイプセット

ひび割れ面シール

ひび割れ調査

パイプ間隔確認

シール材の養生

注　　　　入 乾燥状態：エポキシ樹脂系

注入量の確認・養生

パイプ撤去

シール材撤去

終　　　了

補修概要図 施工フロー

0.2～1.0mm未満のひび割れにエポキシ樹脂系の材料を注入

    　　　　　　　　　　 して、防水性、耐久性を向上させ、劣化因子の進入を防ぐ

    　　　　　　　　　 　工法である。

ひび割れ補修工(注入工法)……

注入材

土木補修用エポキシ樹脂注入材

注入器間隔

約20～30cm

　ひび割れ表面に析出物のある場合

　表面の析出物を除去し、ひび割れに直交する切り込み

　(クロスカット：深さ1～2mm程度)を入れ、この空隙に

　注入器を設置すること。

クロスカット

析出物による閉塞箇所

注記)

補修概要図

開　　　始

シラン系含浸材塗布工法（プロテクトシルCIT）

終　　　了

養　生

施工フロー

ひび割れ補修、断面修復シラン系含浸材塗布工法　鉄筋腐食抑制型　（プロテクトシルCIT）

表面含浸工・・・・・・既設コンクリート表面に含浸系の表面含浸材を塗布する

　　　　　　　　　　　を充填し、水密性を向上させることで、外部からの水や塩

　　　　　　　　　　　分の侵入を抑制する。

作業要領・・・・・・ 上向き：4回塗り（0.15?/m2x4回）
　　　　　　　　　　 横向き：3回塗り（0.20?/m2x3回）
　　　　　　　　　　 下向き：2回塗り（0.30?/m2x2回）

下地処理(ディスクサンダーケレン)
                      ことで、コンクリート表面の空隙・0.2mm未満のひび割れ

コンクリート躯体

ディスクサンダーケレン

含浸材(シラン系含浸材塗布工法)　塗布

(総塗布量0.6?/m2)

断面修復工・・・・既設コンクリートのうき、鉄筋露出、表面劣化箇所等に対し、劣化
　　　　　　　　　コンクリート部を除去した後に、ポリマーセメントモルタルを用い
　　　　　　　　　て断面を修復する工法。

開　　　始

コンクリート脆弱部
のはつり

打音調査
(補修箇所の特定)

　　　清　　　掃

下地処理として
接着増強下地処理材塗布

コンクリートの欠損部に
ポリマーセメントモルタル充填

養　　　　生

終　　　了

施工フロー

必要に応じて鉄筋ケレン
防錆処理の実施

【鉄筋露出を伴う場合】

補修要領現状

断面修復

補修要領現状

断面修復

【鉄筋露出を伴わない場合】

DA1

ポリマーセメントモルタル 接着増強下地処理材

(10mm程度)

(10mm程度)

接着増強下地処理材ポリマーセメントモルタル

DA2

徳島県南部総合県民局県土整備部＜美波＞
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補修工法要領図(その1)

施工範囲図

<4
55
>

凡例：　　　表面保護工

C
L

補修工法要領図（その1）

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名
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(皆の瀬橋)
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Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

t

既設コンクリート

うき、劣化部

鉄筋
既設コンクリート

鉄筋

断面修復材 下地処理

カッター工

既設コンクリート
露出鉄筋

欠損部

既設コンクリート 露出鉄筋

鉄筋ケレン、防錆処理

カッター工

下地処理断面修復材

t

軟質PVC水切り

30

50

既設水切り部断面修復

20

16
0  
50

15
0

15
0

74
0

35
0

19
00

9
47
5

1100

ひび割れ補修工(注入工法)：HI 1 表面含浸工：HYO

断面修復工(左官仕上げ工法)：DA 1、 DA 2

水切り補修工要領図:DA2

実施設計図面



塗装工(RC-　):TO

適用箇所：落橋防止システム

スプレー、はけ

防錆処理…… 鋼部材の腐食や防食機能の劣化に対し防錆処理を行う。
3種ケレン後、鋼材露出部に常温亜鉛めっきによる防
錆処理を行う。
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補修工法要領図(その2)

補修工法要領図（その2）

縮尺 図面番号

工事名

路線名等

工事箇所

図面名

会社名

事業者名
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(皆の瀬橋)
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1日～10日

1日～10日

1日～10日

1日～10日

4時間以内

塗装間隔
(g/m2)

140

170

塗装塗替え仕様

240

240

１種ケレン

使用量
塗料名

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

上塗り

中塗り

下塗り

下塗り

防食下地

素地調整

塗装工程

塗装仕様　鋼材部　(Rc-　系 スプレー)

有機ジンクリッチペイント 600

(μm/m2)

25

30

60

60

標準膜厚

75

膜厚合計 250

塗膜除去 湿式塗膜剥離剤工法
水系塗膜剥離剤〈中性〉

1000
(500 2回塗り) - -

　　7.既設塗装歴が塗替えで除去される場合は移設すること。

　　 2.塗膜中には、鉛および微量のPCBが含まれるため、塗膜の除去には剥離剤を使用すること。

　　4.剥離剤の使用に先立ち、使用する剥離剤、塗布量、塗布回数等の事前試験を実施し、変更

協議を行うこと。

　　5.剥離剤で除去した塗膜片は規定された溶出試験を行い、（特別管理）産業廃棄物としての区分

　 　3.塗膜除去の際には、有害物に対する適切な足場養生を行うこと。また作業員の保護具も化学防護服、

　 　　などの有害物に対して適切なものを使用すること。

　　　を確認し、運搬ならびに処分に際しては資格のある処分場等で適切に処分を行うこと。

　　6.除去後の塗膜片、および除去作業で使用した足場養生材、作業保護具等は適切に管理及び処分を行うこと。

注1) 1.施工に先立ち現地調査を行い、図面との整合性を確認すること。

素地調整

防食下地

下塗り

下塗り

上塗り

完了

中塗り

既存塗膜に剥離剤を

24時間経過後、手工具で

塗替塗装工　フロー図

 を塗布する。

剥離剤を除去する。

１回目塗膜除去

塗装仕様　(ローバル工法　ハケ)

素地調整

常温亜鉛めっき塗料

常温亜鉛めっき塗料

合　計

3

2

1

※実塗布量(g/m2)

ハケ ドライ

塗膜(μm) 回数

手工具処理・2種　ワイヤーブラシ、研磨布、研磨紙等

250

250

500

300

300

600

40

40

1

1

30分以上

80

※実塗布量ハケ塗装で20%のロス分を含む。

塗布量

(g/m2)

塗装間隔

(20°C)

Ｒ５波土　中部山渓轟公園線（皆の瀬橋）
海・小川 橋梁修繕工事

海部郡海陽町小川（皆の瀬橋）

（一）中部山渓轟公園線

素地調整：3種ケレン
常温亜鉛めっき 500g/m2

常温亜鉛めっき塗装工：B 1

実施設計図面


